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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本在住の性的マイノリティがどのように出産・子育てを行なっているの
かを把握することを目的とした。調査方法は、性的マイノリティの出産・子育てをしている自助グループでのフ
ィールドワークおよび参与観察である。近年、性的マイノリティで出産・子育てに関心を持つ人々が増えてお
り、特にレズビアンによる出産・子育ての関心が高い。レズビアンの中には出産するために精子ドナーを探し、
実際に妊娠・出産を行なっているものもいる。しかし、同性婚をめぐる法整備の不備のために、レズビアンマザ
ー、精子ドナー、子の関係は法的に不安定な状況に置かれていることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to understand how sexual minorities in Japan 
give birth and raise their children. The research method was fieldwork and participant observation 
at a self-help group for sexual minorities who are giving birth and raising children. In recent 
years, the number of sexual minorities who are interested in childbirth and child rearing has been 
increasing, and lesbians are especially interested in childbirth and child rearing. Some lesbians 
have been searching for sperm donors for childbirth, and have actually conceived and given birth. 
However, due to the inadequacy of the laws surrounding same-sex marriage, the relationship between 
lesbian mothers, sperm donors, and their children has been found to be legally unstable.

研究分野： 文化人類学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
性的マイノリティにおける出産・子育てをめぐる研究は欧米社会では盛んに行われ研究蓄積がある一方、日本を
はじめとするアジア諸国の実態についてはほとんど明らかとなっていない。本研究では、日本で性的マイノリテ
ィが実際にどのようにして出産・子育てを行おうとしているのかを質的調査法を用いて明らかにした。本研究の
結果は、今後の日本における性的マイノリティの出産・子育てをめぐる施策を展開する際の基礎的情報となり得
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 日本における性的マイノリティを取り巻く政治・経済的状況は、とりわけ 2015 年以降大きく
変化している。政治的状況としては、東京都渋谷区や世田谷区、兵庫県宝塚市、三重県伊賀市な
どをはじめ、2021 年 5 月の段階で 100 以上の地方自治体が、同性間パートナーシップを男女の
婚姻関係と同等であると承認する要綱等を制定している。一方国会議員も、超党派での同性婚の
法制化を目指す議員連盟を立ち上げており、性的マイノリティのパートナーシップを法的に認
めていこうという政治的動きが、近年活発化している。また経済的状況としては、企業経営にお
けるダイバーシティ促進の一環として性的マイノリティが着目されている。企業内のダイバー
シティ経営の促進は、ハラスメントなどの性的マイノリティの労働環境の改善のみならず、多様
な考え方をもった人材が企業を活性化させるという考えのもとに、性的マイノリティをはじめ
とした多様な人材登用が促進されている。また企業は、性的マイノリティを消費主体とすること
で、経済資源とみなしてもいる。 
 このような社会状況にともない、性的マイノリティが日本国内において次第に認知されるよ
うになる中、同性同士で子供を産み育てるという選択をする者たちも現れてきている。例えば柳
原らの研究によると、日本のレズビアンカップルで子育てをしている場合には、次の３つのパタ
ーンがある。一つ目は、離婚した男性との間に生まれた子をパートナーと共に育てるパターン、
二つ目は、非配偶者間人工授精（AID: Artifical Insemination with Donor）を利用するパターン、
三つ目は、養子縁組を行うパターンである（柳原 2007）。一方、レズビアンカップルの子育てに
ついては、生まれてきた子の法的保障や子が出自を知る権利、血縁家族との人間関係などをめぐ
って議論がなされてきた。とりわけ、同性カップルの生殖医療の利用に関する研究は、法的整備
が十分になされていないことが指摘されている（南 2011）。日本におけるゲイ男性カップルの
子育てに関する研究に至っては皆無である。 
 
柳原良江「挙児・子育て希望者の多様化がもたらす課題 : 同性愛カップルの事例から」『生命倫理』

17(1):223-232、2007 年。 
南貴子「生殖補助医療の法制度化における課題」『愛媛県立医療技術大学紀要』8(1):11-18、2011 年。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、日本の性的マイノリティがどのように出産・育児を行っているのかを、主に

参与観察と聞き取り調査によって明らかにしようとするものである。近年、日本の性的マイノリ
ティをめぐる政治・経済的状況は大きく変わってきている。その結果、性的マイノリティで、子
供を産み、育てる関係が築かれつつある。これまで文化人類学や社会学の分野では異性愛カップ
ルにおける生殖医療に関する研究は進められてきたが、とりわけ日本においては、性的マイノリ
ティの出産・育児に関する調査研究は限定的範囲にとどまっている。本研究では日本の性的マイ
ノリティの出産・育児についての聞き取り調査を実施し、文化人類学における親族研究への新た
な視座を提供する。 
 
３．研究の方法 
 
  本研究では、性的マイノリティを主たる調査対象者とし、聞き取り調査に基づく語りのデータ
収集、人的ネットワークのなかでの参与観察、聞き取り内容の分析・考察を行う。聞き取り調査
では、性的マイノリティのカップルが出産・育児を行うに至る過程、それを行う手段、親族との
関係について詳細な聞き取りを行う。同時に彼ら／彼女らの間でどのような人的ネットワーク
が構築されているのかを、フィールドノートに記録していく。また調査の結果は、書籍や報告書
のかたちで公開する他、随時、国内・国際学会報告や投稿論文により発表する。 
 
４．研究成果 
 
調査者は 2018 年 2 月から、A 市に活動拠点をおく性的マイノリティの出産・子育て支援を行

う自助グループでフィールドワークを開始した。2021 年 5 月現在で、コアメンバーはレズビア
ン 9名、ゲイ 1名である。この活動に対する賛助会員は 2021 年 5月現在で 80名ほどであった。
活動内容としては、これから出産・子育てを行いたいと考えている性的マイノリティに対する初
心者講習会、精子ドナーとレシピエントのマッチングイベント、性的マイノリティに育てられて
いる子供たちとその親同士の交流会、海外で同様の活動をしている団体との交流、海外の精子バ
ンクとの交流などである。 
自助グループでのフィールドワークを通して明らかとなったことは、日本では生殖補助医療

の利用は異性間の不妊カップルに限定されているため、レズビアンが病院で出産を行う場合に



性的マイノリティの社会・文化的背景を医療機関に理解してもらえないこと、同性カップルでの
特別養子縁組制度が利用できないために生殖補助医療を利用した出産を行わざるを得ないこと、
精子ドナーと書面上の契約を行なっていなかったために子の出産後にトラブルが生じることが
あり得ることなどである。 
出産・子育てを考えているレズビアンが精子ドナーにアクセスする方法としては、海外の精子

バンクでの精子の購入、インターネット上で運営されているボランティア男性による精子の取
引、自助グループが企画する精子ドナーとレシピエントとの交流会での交渉、レズビアンとゲイ
の「友情結婚サイト」を介した交渉、友人・知人からの精子提供などがあった。 
結論としては、日本においては性的マイノリティ間での出産・子育てに関する医療・行政・法

的支援が何もないために、実際に出産・子育てをしたいと考える性的マイノリティにはそもそも
出産・子育てに関する情報が不足しており、自助グループによる活動を通したネットワーク形成
が、当事者たちにとって極めて重要なサポートの役割を果たしていることが明らかとなった。 
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